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論文要旨： 
眼窩リンパ増殖性疾患には悪性リンパ腫とその他の良性腫瘍があるが、両者は治療方針が全く異なるた
め、臨床的に鑑別が重要である。これらの疾患を画像所見から鑑別することは困難であるが、近年、悪
性リンパ腫の診断における拡散強調画像の有用性が報告されている。本研究では、眼窩リンパ増殖性疾
患の良悪性鑑別における拡散強調画像と造影 MRI を含めた MRI 検査の有用性について検討した。病理組
織学的に眼窩リンパ増殖性疾患と診断された 47 症例を対象とし、MRI 画像を主観的と客観的評価に分け
て検討を行った。①主観的評価は、放射線科医 2名により、各 MRI 画像の読影を行い、単変量および多
変量解析を用いて鑑別に有用な所見を評価した。②客観的評価は、ADC および造影 MRI から得られる CER
を算出し、ROC 解析を用いて悪性リンパ腫を良性疾患と鑑別するための ADC と CER の cutoff 値を設定
し、AUC と感度、特異度を求めた。その結果、眼窩悪性リンパ腫と良性リンパ増殖性疾患の画像所見は
多くの点で類似していたが、多変量解析の結果、辺縁不整な所見は悪性リンパ腫に、“flow void sign”
と副鼻腔炎所見は良性疾患群に有意な関連がみられた。悪性リンパ腫における ADC と CER の平均値は、
良性疾患群の平均値に比べ有意に低かった。眼窩リンパ増殖性疾患の MRI 画像から得られる一部の所見
と、客観的指標である ADC と CER は、良悪性の鑑別に有用な可能性がある。 
審査過程： 
1. 本研究は適切な研究計画のもとに施行された。 
2. 診断に用いた MRI 検査（拡散強調画像）の原理について適当な説明がなされた。 
3. 拡散強調画像による画像診断のポイントについて適切な説明がなされた。 
4. 今回の結果から眼窩リンパ増殖性疾患の良悪性鑑別に有用であることが示された。 
5. 治療後の効果判定にも有用である可能性について説明がなされた。 
6. 腫瘍の種類によって拡散強調画像で鑑別診断が得られるかなど、今後の課題についても適切な説明が
なされた。 
価値判定： 
本論文は、眼窩リンパ増殖性疾患の良悪性鑑別において拡散強調画像が有用であることを明らかにした。
これにより、治療方針の決定、またその後の治療効果判定に寄与すること大であり、学位論文としての
価値を認めた。
